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第２回 認知症と向き合う「幸齢社会」実現会議
～奈良県生駒市の取組紹介～

生駒市特命監 田中明美
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■生駒市の特徴
・奈良県の北西端、大阪府と京都府に隣接。

・江戸時代に創建された生駒聖天・宝山寺の門前町と発展
し、大都市隣接の利便性を活かし、質の高い住宅都市とし
て発展。

・豊かな自然や歴史、伝統産業（茶せん）と最先端技術を
備えた利便性の高い住宅都市。

・西に標高642メートルの生駒山を主峰とする山地、東に丘
陵があるため、標高差から坂道が多い。

◆面積：53.15㎢
◆人口：１１７，６９８人（R5.4.1）

◆生駒市市民満足度調査（R4年度）

定住意向87.2％！
◆産業別就業者割合（R2年度）

☑第1次：0.9％
☑第2次：18.8％
☑第3次：78.4%

生駒聖天・宝山寺 日本最古のケーブルカー
茶筅（ちゃせん）

日本の生産量90％以上
生駒山
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基 本 情 報 （R5.4.1）

人口 １１７，６９８人

第１号被保険者数 ３３，０６７人

６５～７４歳 １５，４６３人

７５歳以上 １８，９００人

高齢化率 ２９．１％

ひとり暮らし高齢者数 3,７２0人

要支援・要介護認定者数（R5.4.1）
（第１号被保険者）

要支援１ ４０４人

要支援２ ６５６人

要介護１ １，１１６人

要介護２ １，０６４人

要介護３ ８５９人

要介護４ ６６６人

要介護５ ４４１人

計 5，206人

認定率 15.2％

年度 要介護認定率
（%）

H26年 15.9%

27年 15.6%

28年 14.7%

29年 14.4%

30年 14.2%

31年 14.2%

R2年 14.2%

R3年 14.4％

R4年 15.2％

R5年 １5．2％

■生駒市の現状

◆日常生活圏域数：10
◆基幹型地域包括支援センター（直営）：1か所
◆地域包括支援センター（委託）：7か所
◆認知症地域支援推進員（常勤・専従）：6人
◆認知症初期集中支援チームを直営で設置

人口は平成25年をピークに減少傾向。今後、特に８５歳以上人口の増加が見込まれている。

要介護認定率は15.2％で、全国平均より低い値で推移。

認知症地域支援推進員を地域包括支

援センターに配置



ショッピングセンター 広報誌・HP掲載の工夫 市民フォーラム（毎回、満員御礼）

認知症サポーター数：14，917人（令和５年9月30日時点）

市職員全員が受講 市内郵便局や銀行・コンビニ等 市内小・中・高等学校

認知症に優しい
お店55店舗登録

〜誰もがわがごと意識が持てるように〜幅広い普及啓発
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介護予防把握事業にて未返送者には電話・訪問で実態把握

早期発見・早期対応 〜介護予防把握事業や医療の場を通して〜

必要に応じて、初期集中
支援チームにつなぐ！

地域包括支援センターや市
窓口で簡易認知検査が可能必要に応じて、コグニサイズ教室や

脳の若返り教室への参加勧奨等

介護予防
把握事業にて
認知症状の
ある方を
早期に発見
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認知症ケアパス 認知症初期対応マニュアル 認知症 時期別・症状別対応
マニュアル

認知症対策部会主催の研修会
～認知症の方の意思決定支援を考える～

医療介護連携 〜当初から認知症施策は⼤きな柱の⼀つ〜

医療介護連携の場から、さまざまなご意見をいただき、現場に生きるマニュアルの創出
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地域ケア会議 認知症支え隊養成講座 認知症カフェのお手伝い

地域づくりの促進（１）〜ひとりひとりの思いを⼤切に展開〜

認知症の⼈を⽀える・共に
活動できる場の創出を考える

短期集中予防サービスの
利⽤後にボランティアで活躍

介護事業所の⽅がボランティア
で参加し、家族をサポート︕

地域で対話を重ねながら当事者
も参加できる畑活サロンの誕⽣

住⺠主体の⽀え合い活動と
「認知症⽀え隊」のコラボレー

ションで買い物⽀援等
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地域づくりの促進（２）〜誰もが当たり前の⽇常を過ごせるように〜

行方不明高齢者の捜索
自治会単位の声掛け訓練の様子

介護予防教室の様子（認知症の方も共に）

認知症月間 啓発イベントの様子
住民主体の認知症カフェ・
認知症にやさしい図書館
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ご清聴ありがとうございました
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